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 消化器がんと診断がついても、手術や内視鏡治療ができる人ばかりではありません。再発・切除不能と診

断された人の多くは、抗がん剤治療となります。抗がん剤治療はガイドラインがありますので、どこで治療

しても同じ印象がありますが、いかに副作用をコントロールしながら治療するかが大事です。 

   当院では、平成28年8月に多職種が

専門性をいかして、がん患者をサポー

トする「消化器がんチーム」が発足し

ました。医師、看護師、薬剤師、栄養

士、理学療法士、地域医療連携室など

で構成されております。 

 抗がん剤治療は、ほとんどが外来で

実施しております。医師の診察の前後

で、外来看護師が副作用の問診をとり、

化学療法室では点滴をしながら、がん

化学療法看護師が、副作用マネージメ

ントを説明しております。もちろん、

薬剤師も外来や化学療法室で、薬の説

明を付け加えてくれます。 

  

 当院における抗EGFR薬の副作用の発生頻度を表

にお示しいたします。抗EGFR薬は、皮膚毒性の発

生頻度が高く、マネージメントが重要な代表的な抗

がん剤ですが、全国の使用後調査と比べても当院の

皮膚毒性発生率は、低いことがわかります。医師の

みならず、看護師、薬剤師が何度も観察や指導を行

うことで、副作用に早期に対応し、長く治療を続け

ることができるのです。 

 「少しつらいを見逃さない」を合言葉に、今日も

抗がん剤治療の患者さんをチームで支えています。 
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